
国語科教育法
Language arts method of education330412088 宮武里衣 専門 2 必修 1後期

科目の概要

前期開講科目「国語科（含む書写）研究」で学んだことを基礎にして、国語科の三領域の特徴を生かした学習計画を立
案し、模擬授業として発表する。学習計画は、最新の小学校学習指導要領で定められた国語科の目的に従い、教材研究
によって、児童に効果的な指導方法を考案する。(DP2)指導者は公立学校の教員としての経験がある。

学修内容 到達目標

① 小学校国語教科書の歴史を理解する。
② 「話すこと・書くこと」の領域の目的や内容を理解し、学
習指導を具体的に考える。
③ 「書くこと」の領域の目的や内容を理解し、学習指導を具
体的に考える。
④ 「読むこと」の領域の目的や内容を理解し、学習指導を具
体的に考える。
⑤ 教科書教材を用いて、領域の特徴を生かした学習指導案を
作成し、模擬授業をする。
⑥ 国語科におけるICT指導の方法を理解する。

① 小学校国語教科書の歴史を理解できる。
② 「話すこと・書くこと」の領域の目的や内容を理解し、学習
指導の方法を獲得する。
③ 「書くこと」の領域の目的や内容を理解し、学習指導の方法
を獲得する。
④ 「読むこと」の領域の目的や内容を理解し、学習指導の方法
を獲得する。
⑤ 教科書教材を用いて、領域の特徴を生かした学習指導案を作
成し、模擬授業に活用できる。
⑥ 国語科におけるICT指導の方法を理解して、模擬授業に活用で
きる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 到達目標に向けた課題を行うのに必要な知識について、教科書・文献等を使って自己学修
することができる。

働きかけ力

実行力 目標達成に向けて課題を最後までやり抜くことができる。

考え抜
く力

課題発見力 講義や文献、グループ活動等で得た情報を客観的に整理し、課題を見出すことができる。
また、自分の模擬授業の経験から、授業者としての課題を見出すことができる。

計画力

創造力 課題や問題提起に対して、さまざまな観点から柔軟に考え、新しい見解を持つことができ
る。

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

調べたり、考えたり、話し合ったりしたことを的確な表現で発表することができる。

講義や他者の意見をよく聴き、自分の考えを構築することができる。

無断欠席をせず、授業に集中することができる。課題等を決められた期日に提出できる。

テキスト及び参考文献

『あたらしいこくご一下』『新しい国語五』東京書籍
『小学校学習指導要領解説国語編』最新版

他科目との関連、資格との関連

「国語科教育法」は専門科目であり、小学校領域の教科及び教科の指導法に関する科目の一部である。この領域におけ
る基礎・基本となる知識・技能を習得し、その後に履修する「生活科教育法」「図画工作教育法」「小学算数」の基盤
となる科目である。小学校教諭資格との関連がある。

学修上の助言 受講生とのルール

事前に教科書の該当範囲を読んでおく。
授業内容を「授業ポイント」に丁寧にまとめる。

遅刻3回で欠席1回とする。
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別
単位数
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別

開講年次・
時期

実務経験のある教
員による授業科目

✓



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

A（優）指導内容、授業方法、授業技術に関して、指導要
領に則った説明ができ、アイデアを出してグループ活動
（態度・進行・発表）ができる。
S（秀）Ａの基準を十分満たしている上に、グループの推
進力になっている。指導案や活動に個性的な思考・判断・
言動が認められる。

B（良）指導内容、授業方法、授業技術に関して、指導要
領に則った説明ができ、グループ活動（態度・進行・発
表）が円滑にできる。
Ｃ（可）Ｂ基準を満たしていない。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

① ⑥

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ⑥

0

②

③

④

⑤

小テスト

① ✓ ⑥

60

①学習指導案を次の観点で評価する。　（30点）
　・展開と目的との関連　・主発問の適正度　・時間配分
　・児童の発達段階との関連。・板書の計画性
②レポート「国語教科書の歴史」を次の観点で評価する。（30点）
　・史実との相違がない。・教科書の歴史と歴史との関連が書かれ
ている。

② ✓

③ ✓

④

⑤

レポート

① ⑥

30

①模擬授業を次の観点で評価する。（20点）
　・展開が児童の発達段階に適している。・発問が教材の良さを生
かしている。
　・授業技術が児童の実態を意識している。・教具に工夫が見られ
る。
　・良い授業にしようという心構えがある。
②他者の評価を適正にできる。（10点）

② ✓

③ ✓

④

⑤

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓ ⑥

10

（主体性）到達目標に向けた課題を行うのに必要な知識について、教科書・文献等
を使って自己学修することができる。
（実行力）目標達成に向けて課題を最後までやり抜くことができる。
（課題発見力）講義や活動から自分なりの課題を見つけることができる。
（創造力）課題や問題提起に対して、さまざまな方向から柔軟に考え、見解を持つ
ことができる。
（発信力）考えたり話し合ったりしたことを的確な表現で発表することができる。
（傾聴力）講義や他者の意見をよく聴き、自分の見解を持つことができる。
（規律性）遅刻をせず、授業に集中できる。課題等を期限までに提出できる。
　・上記の能力要素のレベルに則り評価する。

② ✓

③ ✓

④

⑤

社会人基礎力
（学修態度）



B（良）指導内容、授業方法、授業技術に関して、指導要
領に則った説明ができ、グループ活動（態度・進行・発
表）が円滑にできる。
Ｃ（可）Ｂ基準を満たしていない。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

・授業の進め方を理解
する。
・戦前の国語科教科書
の歴史を理解する。

講義
ディスカッション

国語科の教科書が国定
になった理由を理解し
ている。

（予習）「学泉ノー
ト」を読んで、学修に
向かう心構えを確認す
る。
（復習）授業スライド
を利用して授業ノート
にまとめる。

90 主体性

2

・戦後の国語科教科書
の歴史を理解する。
・音読や範読、群読な
ど言語活動の基礎とな
る方法を習得する。

講義
ディスカッション

・戦後の。 （予習）戦後の日本史
を調べておく。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
①」に整理する。
(googlclassroomドキュ
メント提出）※以下採
点を要する提出物はこ
の方法をとる。

90 課題発
見力

3

・「話すこと・聞くこ
と」の指導の目的と内
容を理解する。
・音読や範読、群読な
ど言語活動の基礎とな
る方法を習得する。
・１年下の教材「すき
なきょうかはなあに」
の学習計画を考える。

講義
グループワーク

・「話すこと・聞くこ
と」の指導ポイントを
理解しようとする。
・１年下の教材「すき
なきょうかはなあに」
を範読できる。

（予習）教材を読ん
で、指導のポイントを
考える。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
②」に整理する。

90 実行力

4

・「書くこと」の指導の目
的と内容を理解する。
・意見文を書く指導方法を
理解する。
・１年上の教材「こんなこ
としたよ」の学習計画を考
える。
・・教師の発語のうち、質
問の言葉について学ぶ。

講義
グループワーク

・「書くこと」の指導
ポイントを理解しよう
とする。
・１年上の教材「こん
なことしたよ」の学習
活動について児童の視
点がもてる。

（予習）１年下「こん
なことしたよ」を読ん
でくる。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
③」に整理する。

90 傾聴力

5

・「読むこと」の指導の
目的と方法を理解する。
・「文学的教材」を取り
上げる。
・1年下「おとうとねずみ
チロ」の学習計画を立て
る。
・教師の発語のうち、質
問の言葉について学ぶ。

講義
グルーブワーク

・「読むこと」の指導
ポイントを理解しよう
とする。
・教師の適切な発語を
考えることができる。

（予習）１年下「おと
うとねずみチロ」を読
んで指導のポイントを
考える。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
④」に整理する。

90 働きか
け力

6

・「読むこと」の指導の目
的と内容を理解する。「説
明文教材」を取り上げる。
・１年下「子どもをまもる
どうぶつたち」の学習計画
を立てる。
・児童の行為や発言への教
師の反応の言葉について学
ぶ。

講義
グループワーク

・「読むこと」の指導
ポイントを理解しよう
とする。
・児童の行為への適切
な反応の言葉を理解し
ようとする。

（予習)1年下「子ども
をまもるどうぶつた
ち」を読んで、学習計
画を考える。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
⑤」に整理する。

90 創造力

7

・「読むこと」を中心にし
た学習指導案を考える。
・学習指導案の中で、児童
観・単元観・指導観を考え
る。
・5年「『弱いロボット』
だからできること」を用い
て学習する。
・板書の方法を理解する。

講義
グループワーク

・学習指導案の項目と
内容を理解できる。
・適切な板書計画のポ
イントがわかる。

（予習）教材を読ん
で、指導のポイントを
考える。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
⑥」に整理する。

90 計画力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

・「読むこと」を中心にした学
習指導案を考える。
・学習指導案の中で、評価規準
を考える。
・5年「弱いロボットだからでき
ること」を用いて学習する。
・学習指導要領と児童の実態に
即した評価規準を考える。
る。
・場面分けの方法を理解する。

講義
ペアワーク

・教科規準の書き方を
理解している。

（予習）５年「弱いロ
ボットだからできるこ
と」の評価規準を考え
てくる。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
⑦」に整理する。

90 課題発
見力



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

・「読むこと」を中心にし
た学習指導案を考える。
・学習指導案の中で、単元
計画①を考える。
・5年「弱いロボットだか
らできること」を用いて学
習する。
・段落分けの方法を説明で
きる。

講義
ディスカッション

・教材の内容を生かし
た単元計画を考えよう
とする。

（予習）５年「弱いろ
ぼっとだからできるこ
と」の単元計画を書い
てくる。
（復習）前半の単元計
画を完成させる。

90 柔軟性

10

・「読むこと」を中心にし
た学習指導案を考える。
・学習指導案の中で、単元
計画②を考える。
・5年「弱いロボットだか
らできること」を用いて学
習する。
・単元観と児童観を生かし
た単元計画を作成す方法を
理解する。

講義
ディスカッション

・単元観と児童観を生
かした単元計画を作成
しようとする。

（予習）単元計画の構
想を確立する。
（復習）後半の単元計
画を完成させる。

90 情況把
握力

11

・「読むこと」を中心にし
た学習指導案を考える。
・学習指導案の単元計画の
中から、中心になる時間を
選んで本時案を作成する。
・効果的な板書の書き方を
理解し、板書計画を作成す
る。

講義
ディスカッション

・本時の指導の書き方
の基本が説明できる。

（予習）本時案を考え
てくる。
（復習）本時案を完成
させる。

90 創造力

12

・「読むこと」を中心にし
た学習指導案を考える。
・学習指導案に付随した教
具の作成をする。
・ICT機器を教具として有
効に使う方法を考察する。
・児童の発達段階を理解し
た教具作成を行う。

講義
ディスカッション

・ICT機器を教具とし
て有効に使う方法を考
えようとする。

（予習）必要な教具を
リストアップする。
（復習）教具を完成さ
せる。

90 創造力

13

・模擬授業（1回目）前
半グループ が模擬授業
をする。
・授業評価のポイント
を理解する。（①４５
分の組み立て、②板
書、③児童とのやりと
り、④準備、⑤達成度
の５観点）

模擬授業
ディスカッション

・①４５分の組み立
て、②板書、③児童と
のやりとり、④準備、
⑤達成度の５観点で、
授業評価をしようとす
る。

（予習）模擬授業の練
習をする。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
⑧」に整理する。 90 課題発

見力

14

・模擬授業（２回目）
後半グループが 模擬
授業をする。

模擬授業
ディスカッション

・①４５分の組み立
て、②板書、③児童と
のやりとり、④準備、
⑤達成度の５観点で、
授業評価をしようとす
る。

（予習）模擬授業の練
習をする。
（復習）授業の振り返
りを「授業ポイント
⑨」に整理する。 90 働きか

け力

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

・模擬授業を振り返
り、成果と課題をまと
める。

講義
ディスカッション

・模擬授業を通して学
んだことを今後の実践
に生かそうとしてい
る。

（予習）「授業ポイン
ト」を整理する。
（復習）授業の振り返
りを完成させる。

90 実行力


